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多くの国際機関の援助方針でジェンダーが言及される
ようになった。ただし、現実の開発プロジェクトにお
いて、ジェンダーにおける不平等を解消することがで
きたのかについては疑問がある。すべてのプログラム
の計画にジェンダーが言及されていたとしても、専門
家不足や組織内でのジェンダーに対する認識不足に
よって、ジェンダーに関する問題の根本的な解決が実
現していないことも指摘されている（参考文献③）。
●MDGs、SDGsとジェンダー
2000年から2015年まで続いた 「ミレニアム開発目
標」（MDGs）においても、国連はジェンダーのメイ
ンストリーム化とともに開発目標達成をめざしている。
MDGsの8つの目標のうち、ジェンダーに関連して数
値化した目標を掲げたのは、目標3「ジェンダー平等
の推進と女性の地位向上」と目標5「妊産婦の健康の
改善」の2つである。目標3の数値目標は「2005年まで
に、初等・中等教育で男女格差の解消を達成し、2015
年までにすべての教育レベルで男女格差を解消する」
というものであり、目標5では「2015年までに妊産婦
の死亡率を1990年の水準の4分の1に引き下げる」で
あった。これらの目標は、達成こそできなかったもの
の、数値は大幅に改善された。
そして2015年から2030年までを対象とした「持続可
能な開発目標」（SDGs）が新たに設定されている。そ
こでは17の目標の1つとして、「ジェンダー平等を実現
しよう」を掲げ、女性の抱える不公平や差別を改善す
るためのさまざまな行動が挙げられている。女性や
ジェンダーに言及されていなくとも、「すべての人の
ため」（“for all”）といった形での目標設定となってい
るものも多い。これを、ジェンダーのメインストリー
ム化が浸透した結果と考えるか、「すべての人」とい
うあいまいな文言によって希釈されてしまったと考え
るべきなのかについては、今後の援助政策やその結果
に関する研究の蓄積が必要であろう。
●LGBT―ジェンダーを超えて―
このようにジェンダーがメインストリーム化してい
く一方で、LGBTの人々について、これまでの男女の
2項対立としてのジェンダーを超えた形での議論が必
要となってきている。
SDGsの「すべての人のため」という言葉に「LGBT」
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